
なぜ正確なフィード(供給)が
コストを大幅に削減するの
か？

効率的な生産プロセスにおけ
る正確なフィードの重要性

Roadshow Japan Oct 2024

SC Yong, Regional Sales Manager
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一般的なフィーダの配置
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フロー図 参考

一般的なフィーダの配置

樹脂
樹脂A、樹脂B、

添加剤

プレミックス
チョップドガラス繊維

フィラー

2軸
サイドフィーダ

脱気

ストランド

ダイヘッド
ウォータ

バス

エアナイフ ペレタイザー

ZSK型押出機

バッグステーションへ

移送

K-Vision
タッチパネル

上位

DCS/PLC
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設置状態 参考

一般的なフィーダの配置



レシピマネジメント
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コンパウンドのサンプルレシピ

レシピマネジメント

リフィル
回数/時

ホッパー

容量

フィーダ

型式

最大
供給量
L/ hr

最小
供給量
L/ hr

最大
供給量
kg/ hr

最小
供給量
kg/ hr

最大
嵩比重
kg/L

最小
嵩比重
kg/L

最大
%

最小
%

形状原材料フィーダ

#

8110K2-ML-D5-S601000754007510.48015ペレットプラスチック樹脂1

8110K3-ML-D5-V200925.93142.9250500.350.275010繊維ガラス繊維2

4110K2-ML-D5-T35416.6731.25250501.60.65010粉体難燃剤3

9160K2-ML-T601562.5502505010.165010粉体/
フレーク

フィラー (CaCo3, 
BaSO4, タルク, シリ
カ, マイカ)

4

450K2-ML-D5-T35187.51.19752.52.10.4150.5粉体
加工用添加剤混合物(
酸化防止剤, 分散材 + 
顔料

5

4110K2-ML-D5-S605002.51502.510.3300.5粉体+
ペレット

添加剤配合物 (UVパ
ウダー, スリップパウ
ダー, PPAパウダー, 
カップリング剤)

6

7180K2-ML-S601333.320.83400251.20.3805フレーク/
ペレット

リサイクル樹脂
7

460LLW2502.52502.51131液体液体8
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時間当たりのコスト要素

レシピマネジメント

押出量, kg/h = 1000 1,000 kg/h
原材料単価, $/kg = 3 3 $/kg
生産時間/稼働時間, % = 85 85 %
A) 時間当たりの原材料コスト, $/h = 押出量, kg/h x 原材料単価, $/kg x 稼働時間 2,550 $/h

不良品または廃材率, % = 1
B) 時間当たりの廃材コスト, $/h = 2550*0.01 25.50 $/h

レシピ切り替えによる停止時間 (人件費含まず), % = 15 15 %
製品販売単価, $/kg = 5 5 $/kg
C)切り替えによる時間当たりの生産ロス, $/h = 押出量 kg/h x レシピ切り替えによる停止時間 % x (製品販売価格 - 原材料コスト) 300 $/h

設備導入コスト, $ = 100,000 100,000 $
設備平均寿命, 年 = 10 10 year
年間稼働時間 = 8000 8,000 h/y
D) 時間当たりの設備負担, $/h = 設備導入コスト, $ / 10 年 /8000 時間 1.25 $/h



25/10/2024Engineering Plastic Seminar 2024 9

0.04%

時間当たりのコスト要素 サマリー

レシピマネジメント

優先:

1

2

3
A) 時間当たりの原材料コスト

＝ $2,550/h

B) 時間当たりの廃棄コスト

＝$25.5/h

1%

C) 切り替えによる時間当たり

の生産ロス

＝$300/h

10%D) 時間当たりの設備負担

＝$1.25/h
0.04%

89%

1)瞬間的および長期的な精度を

向上させる高性能フィーダで原

材料を節約

2) 柔軟性、洗浄性、信頼性の高

いフィーダによる切り替え時間

の生産ロスを削減

3)一貫性と制御性に優れた供給

装置で不良率を削減



供
給
量
の
許
容
最
小
値

低精度

高精度

供給量
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高価または貴重な原材料を最小限に抑える

レシピマネジメント

差異 = 原材料の
節約

平均値

例

101 kg/h

必要な最小量
例

100 kg/h

平均値

例

103 kg/h

供給量を許容最小値に

近付けて設定

高精度 低精度

Vs



供
給
量
の
許
容
最
大
値

高精度

低精度

供給量
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低コストまたは貴重ではない原材料を最大限に活用する

レシピマネジメント

供給量を許容最大値に

近付けて設定

Engineering Plastic Seminar 2024
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レシピ最適化プログラム

レシピマネジメント

Engineering Plastic Seminar 2024

515.72 - 539.00 = -$23.28/h
年間 -$186,240 の節約

(レシピ最適化プログラムによる)

Saving
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高精度フィーダによる

レシピマネジメント

513.20 - 539.00 = -$25.80/時
年間節約 -$206,400
(さらに、より精度の高いフィーダーを使用、+/- 0.5% 対 +/- 1%フィーダ)

節約
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以下リンクからダウンロードできます

Feedsmart レシピオプティマイザー

レシピマネジメント

https://www.coperion.com/en/know-how/technology/feeding-technology/feedsmart



テクノロジー
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デジタルフィルタ付きデジタルロードセル – 時間当たりの原材料節約 No.1
テクノロジー
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マイクロフィーダ MT12による実証済みの精度 – 時間あたりの原材料節約 No.1
テクノロジー

最⼩切出し量 0.031 L/h, 
想定かさ密度 0.5 4kg/ L/h
15g/h
250mg/min
1分間にアセトアミノフェン錠

剤の半分の重さ
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リフィル開始

リフィル停止

スマートリフィル アルゴリズム – 時間あたりの原材料節約 No.1
テクノロジー

Refill: time scale expanded

Weight on LWF

max.1

min.

1

Time t (min.)
0 60 61

Gravimetric mode Volumetric mode

Start of change in volume

no ramp-up

min-1

(Screws)

Hopper contents

2 3 4 5 6 7 8 9 10 109 8 7 65 4 3 2 1

2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

30

モータ速度

制御モード

フィーダの重量変化

ホッパー重量

ロスインウェイト式フィーダの重量

（スクリュ）

最大

最小

ホッパーの内容

容積式モード重量式モード

容積変化の始まり 充填(※時間スケールの拡大)

増加なし

時間 t (分)
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電子圧力補正(EPC) – 時間あたりの原材料節約①

テクノロジー

圧力センサー

圧力センサー

モータ出力/速度

シリアルウェイトチャンネル

KCM-III コントローラ

ロードセル

拡張ホッパー

フィーダ
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例：

2267/5.2 = 436!
(最大値は最小値の436倍)
レシピを変更しても、同じフィーダで異なる材料を供給できる可能性があります

比類のない高いターンダウン率

多用途性を兼ね備えたパッケージ – 時間あたりの原材料節約②

テクノロジー



25/10/2024Engineering Plastic Seminar 2024

テクノロジー

モジュール式

多用途性を兼ね備えたパッケージ – 時間あたりの原材料節約②
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テクノロジー

アジテータはそのまま

でも半球のホッパーの

脱着が可能

多用途性を兼ね備えたパッケージ – 時間あたりの原材料節約②
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テクノロジー

用途に適した

スクリュの選定

多用途性を兼ね備えたパッケージ – 時間あたりの原材料節約②

Single Spiral

Single Auger

Twin Concave

Twin Auger

Double Auger
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多用途性を兼ね備えたパッケージ – 時間あたりの原材料節約②

テクノロジー

アクティフロー



フィーダの種類
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製品ラインアップ

フィーダの種類

L/H      0.031     10                                         3,300                                   24,000                          80,000                    250,000
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振動式 フィーダ

フィーダの種類

• 脆く、不均一で、研磨性の高い

原材料を扱う場合

• 清掃が容易

• エネルギー消費量が少ない
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液体用 ロスインウェイト式 フィーダ

フィーダの種類



スマートコントローラー
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KCM / K-Vision
スマートコントローラー



充填システム
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概要

充填システム

高さ、スペース、耐荷重、安全性は?
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直接充填

充填システム

LIW フィーダ

フィルタ

レシーバー
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シーケンス充填

充填システム
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バッファホッパー経由の充填

充填システム

バッファ

ホッパー

LIW フィーダ

レシーバー
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参考例

充填システム



サマリー
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Feedsmart レシピ オプティマイザーを使用してコス
トを削減

高精度フィーダを使用すると、大幅に節約が可能

最高レベルの技術と汎用性でサポート

スマートコントローラを搭載：
使いやすさ、優れた機能、接続性

Engineering Plastic Seminar 2024

サマリー
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正確な供給は
大幅なコストの節約につながります



Contact
SC Yong
Regional Sales Manager 
Coperion Pte Ltd
12 Woodlands Square
#04-74 Woods Square
Phone +65 9431 0031
E-Mail sengchiah.yong@coperion.com
www.coperion.com

プロセス機械部 (担当：永守)
アプテジャパン株式会社

神奈川県横浜市港北区新横浜3-2-6
VORT新横浜10階

Phone +81-45-478-4360
E-Mail info-process@adprotec.co.jp
https://apte.jp/



ご清聴
ありがとうございました。

You’re very welcome to follow us.


